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(471)91

低 成長 期 に お け るア メ リカ大 規 模

小 売 企 業 の リス トラク チ ャ リング

ー コ ン グ ロ ・マ ー チ ャ ソ トの 情 報 ネ ヅ ト ワ ー ク化 一

仲 上 哲

は じ め に

現 代 企 業 の リス トラ クチ ャ リン グが さか ん で あ る。 ア メ リカの大 規 模 小 売 企

業 も,低 成 長期 に あ っ て リス.トラ クチ ャ リ ソ グを 実行 して きた 。 コス ト管 理,

販 路 の拡 大,顧 客 層 の 拡 張 と定 着,多 業 態 コ ン グ ロマ リ ッ ト化,金 融 コン グ ロ

マ リ ッ ト化.流 通 産 業 情 報 ネ ッ トワ ー ク化 とい わ れ る ものが そ の 内容 で あ る。

低成 長 期 に おけ る大 規 模 小 売 企 業 の リス トラ クチ ャ リン グは,伝 統 的 な流 通

シス テ ム にお け る小 売 業 の 役割 に変 化 を加 え る のみ な らず,新 た な シス テ ム を

リス トラ クチ ャ リ ン グす る内容 を もつ 。

低 成 長 期 に もた ら され た 消 費 の停 滞 は消 費 の 多様 化 ・個 性 化 をま ね き,従 来

の大 量生 産 ・大量 販 売 に見 合 う流 通 シ ス テ ムか ら,多 品 種 中 少 量 生 産 ・販 売 に

見合 う流 通 シ ス テ ム を要 請 す る。従 来 か らい わ れ る小 売 業 の革 新 は消 費 者 の ニ

ー ズ とウ ォ ンツ に応 え る こ とで あ った が,現 代 の大 規 模 小 売 企 業 は この競 争環

境 の変 化 に対 応 す べ く,経 営 技 術 的 に金 融 と情 報 をふ くめ た ネ ッ トワ ー ク を形

成 す る こ とで リス トラ クチ ャ リン グを可 能 とす るP。

1)経 営資源 の要 素 として,ヒ ト,モ ノ,カ ネ に加 えて情報 が挙げ られ る。 ネッ トワー クはそれ 自

モ.ノ.カ ネ として存在 しっっ,こ れ らの 関係 をあ らわす もので ある。 情報 とは.ネ ッ体が ヒ ト.

クに付加 され,ネ ッ トワー クを機能 させる ソフ トに他な らない。 ネ ッ トワークおよび情報トワ　

の定義 については以下 を参照 されたい.池 上 惇 「情報化 社会の政治経済学」昭和堂,1985年.今

井賢 一 ・金子郁容 「ネ ットワー ク組織論」岩 波書店,1988年,今 井賢一 「情報 ネ ッ トワー ク社会

流通情報 ネ ッ トワー クと企業 間関係,異 信 晴 ・西田稔編1990年,中野安,の展 開」筑 摩書房,

「情報化時代の産業体制」所収,東 京大学 出版会.1988年,宮 沢健一編 「高度情報社 会の流 通/
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生 産 と消 費 を媒 介 す る小売 業 は,従 来 の 単純 な発 注 ジ ス テ ム を製 造,物 流,

卸 とい ッた後 方 へ の ネ ッ トワ ー ク化 に よ る 多品 極 中少 量 の生 産 ・配 送 とそ の 迅

速 性 を もつ シス テ ム に転 換 し.ま た 従 来 の単 純 な販 売 シス テ ムを 顧 客 の 管 理,

金 融決 済 とい った 前 方 へ の ネ ッ トワー ク、化 に よ る多 品種 中 少 量 の 品 揃 え とそ の

迅 速 性 を もつ シ ス テ ム に転 換 す る。 こ う して低 成 長期 の 大 規模 小 売 企 業 は 前 方

と後 方 へ の ネ ッ トワー クを基 礎 と して 製 造 ・卸 ・物 流 ・決 済 ・顧 客 管 理 を 「統

合 」 した い わ ば 「総 合 生 活 産 業 」 と して リス トラ クチ ャ リン グ され て 流 通 シ ス

テ ム の 中 に 出現 す る。

この よ うな製 造 業 や 金 融 業 務 を も行 い なが ら消 費 者 の生 活 全 般 に か か わ る

「総 合 生 活 産 業」 の 実在 的 な典 型 が コン グ ロ ・マ ーチ ャ ソ トで あ る。 コ ソ グ

ロ ・マ ーチ ャ ン トは 前 方 お よ び後 方 へ の ネ ッ トワ ー ク化 を ペ ー スに しな が ら活

動 す る。 ま た コソ グ ロ ・マ ーチ ャン トの 多角 化,多 業 態 化 の パ フ ォ ーマ ンス を

高 め る契機 と して の ネ ッ トワー クは,と りわ け大 規 模 か つ 高 度 な も の と な る。

ネ ッ トワ ー ク化 は リス トラ クチ ャ リ ン グの 内 容 の 基 礎 的 条 件 で あ り,か っ そ の

遂 行 の 保 障 で あ る。 この こ とが,低 成 長期 ア メ リカ大 規 模 小 売 企 業 の リス トラ

クチ ャ リ ン グ を新 た な流 通 シス テ ム の出 現 と して とら え る さ い.ネ ッ トワー ク .

化 に焦 点 をあ て るゆ え ん で あ る。

以 下,ア メ リカの大 規 模 小 売企 業 の リス トラ クチ ャ リ ン グ諸 類 型.と りわ け

コ ン グ ロ ・マ ーチ ャ ソ トの ネ,,ト ワ ー ク組 織 の形 成 を 具体 的 に 考察 し,コ ン グ

ロ ・マ ー チ ャ ン トの低成 長期 リス トラク チ ャ リン グに お け るネ ッ トワ ー ク化 の

意 義 を見 出 す 。 これ をつ う じて 情 報 ネ ッ トワ ー ク化 の 流通 シス テ ム転 換 に対 す

る意 味 を 明 らか にす る。

1コ ン ゲ ロ ・マ ー チ ャ ン トの リ ス トラ ク チ ャ リ ン ゲ

1973年 の第 一 次 オ イ ル シ ョッ ク以 降,ア メ リカ経 済 は不 況 と イ ン フ レ の 同 時

進 行 の時 期 に は い った 。1977年 か らの 小 康 状 態 は あ っ た もの の,1979年 の第 二

＼機構」東洋経済新報社,ユ986年,宮 沢健一 「業際化と情報化」有斐閣 リブレ,1988年。
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次 オ イ.ル シ ョ ッ ク後 は 再 び不 況 と イ ン フ レ さ ら に は イ ン フ レ抑 制 の た め の 高 金

利 政 策 の 影 響 の も と,ア メ リ カ の 小 売 企 業 は 消 費 の 停 滞 と利 息 支 払 い の 増 大 に

よ る利 益 の 減 少 に 直 面 す る 。 他 方 で こ の 間,消 費 者 の 側 で も 消 費 の 高 級 化,.多

様 化,ア メ ニ テ ィ追 求,利 便 性 追 求 に い い あ ら わ さ れ る 消 費 傾 向 の 変 化 が 生 じ

た 。 ま た マ ク ロ な 流 通 シ ス テ ム に お け る,大 量 生 産 ・大 量 販 売 の シ ス テ ム か ら

多 品 種 中 少 量 生 産 ・販 売 の 流 通 シ ス テ ム へ の 転 換 と そ れ に と も な うチ ャ ネ ル で

の ク ィ ッ ク ・レ ス ポ ン ス 性 要 請 へ の 対 応 が 必 要 と な っ た 。

こ れ らの 小 売 環 境 変 化 に よ っ て 引 き起 こ され た 業 績 不 振 を 打 開 す る た め,

100年 に わ た っ て 世 界 の 小 売 企 業 の 見 本 と さ れ て き た ア メ リ カ の 大 規 模 小 売 企

業 も リ ス トラ ク チ ャ リ ン グ に 取 り組 む に い た る2)。 徹 底 し た コ ス ト削 減,顧 客

管 理,そ れ ら の 達 成 を 基 礎 に し た コ ン グ ロマ リ ッ ト化 の 道 が 追 求 さ れ た 。 世 界

最 大 の 小 売 企 業 で あ る シ ア ー ズ(Sears,RoebuckandCo.)は 金 融 コ ン グ ロ ・

マ ー チ ャ ン トへ と変 身 を と げ,同 様 に ペ ニ ー(J.C.PenneyCo・,lnc.),ワ ー

ド(MontgomeryWard&Co,,Inc.)も こ れ に つ つ い た 。 ま た デ イ ト ン ・

!・ ド ソ ン(DaytonHudsonCorp.),メ ィ 百 貨 店(TheMayDepartment

Stores.Co.)の よ う、に,従 来 か ら の 小 売 経 営 形 態(=業 態)か ら他 業 態 へ と進

出 す る こ と で,小 売 業 の な か で の コ ソ グ ロ型 展 開 を とげ る も の 竜 あ る 。 こ う し

た リ ス ト ラ ク チ ャ リ ン グ 諸 手 法 に 共 通 す る ネ ッ ト ワ ー ク化 と り わ け 情 報 ネ ッ ト

ワ ー ク 化 が 重 要 で あ る8)。 図1に み る よ う に 情 報 通 信 は ネ ッ トワ ー ク 化 を 支 援

し,産 業 構 造 に さ ま ざ ま な イ ン パ ク トを 与 え て い る 。 コ ス ト削 減 志 向 で あ れ 多

角 化,多 業 態 化 で あ れ,そ の 基 礎 に は 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク化 の 追 求 が 必 要 不 可 欠

2)拙 稿,ス タグフ レー ションの下 での アメ リカ小売企業 の競争行動 「経済論 叢」第144巻 第3・

4号,京 都 大学経済学会,1989年 を参照。

3)本 稿 で用いる 「盾報ネ ッ トワー ク化」は.管 理 上の節約を めざした業務管理 的なMIS(Man-

agementinformationSystem)と は異 な り,戦 略的 システムで あるSIS(Strategiclnfer皿ation

System)型 の情報 システムをさす.「 従来の情報 システムの発 達が企業組織の活動 の部分部分 に

おいて役 立っ とい う形 であった のに対 し,SISの 発 達は,企 業組織の活動全体 を統合す る とい

う一段高 い レベルでの発 達 にな る」(高 木晴夫 ・小坂武 「SISデ 経営革新 を支 える情報技術」

日本経済新聞社1990年40ペ ージ)。SIS概 念 は,そ れ を 最 初 に 用 い たC・ ワイズマ ン

(Wise皿an)の 次の著作に諾 い ・。C.Wisc.旦n,Strategic.informationSystem,RichardD.

Irwin,1皿c.1988,土 屋守章 ・辻新六訳 「戦略的情報 システム」ダイヤモ ン ド社,1989年 。
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・共同 水平イ・ッ トワー

クによる111小企業の
企業力の増 強

企業経 営にもたらすインパクト

←
1経 営戦略の革新

2意 思決定の的確化 ・迅速化

3組 織 ・業務分担 の見直 し

4業 務の効率化

各 産 業 に 文重 す る イ ン パ ク ト

製造 ・流通分野 金 融 分 野 サ ービス分野

1一 体 的 な市 場 ニ ー ズ 、 1金 融 諸機能 に おける参 1ニ ュ ー サ ー ビス の サ ー
主導型商品生産 ・供給体 入業種 の競 合化 ビス産業 の創 造
制の確立 2エ レ ク ト ロ ニ ッ ク ・マ 2サ ー ビス産 業の情報武

2新 た なグループ化の進 ネー化 の加速 袈 化
展 3金 融機 関の情 報通信産 3サー ビス産 業 の ネ ッ ト

3新 た な流通 システムの 業化 の進 震 ワ ー ク化
創造 と新た な事 業分野 の
創造

4カ ー ドを活用 した業務
提鵬 の拡 大 ・複合化 [重 二㌶ 騨 卜型サー

4決 済事務効率化 を契機 5VANに よ る南流 と資 ビ ス
と した 流 通 ネ ッ ト ワーク 金流 の統 合化 4サ ー ビス産業の高付加
の金融強化 6シ ス テ ム の 共 同 化 、 ネ 価 「直化

5流 通経路の簡 素化 ッ トワ ー クの相 互 接 続 の 5サ ー ビス産業の競争環
進展 境 の変化

7店 舗機能 の変 化
8各 種業務規則 の意義の
喪失

(出所)郵 政省通信政 策局編 「ネ ッ トワー ク型 産業構造 と経営革新」

13ペ ージ。
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で あ る。

ネ ッ トワー ク組 織 を達 成 す る こ とが低 成 長 期 の 大規 模 小 売企 業 の リス トラ ク

チ ャ リン グ の基 本 で あ る。 そ して ネ ッ トワ ー ク組 織 の 最 た る もの が コ ソ グ ロ ・

マ ー チ ャ ソ トの組 織 で あ る。

コ ン グ ロ ・マ ー チ ャ ン ト化 の 基 礎 に は,大 規 模 小 売 企 業 に共 通 の形 態 が あ る。

ひ とつ は イ ン フ レ対 応 と して の コス ト管 理 で あ る。 徹 底 した コス ト切 り下 げ と

して の人 件 費 削減,店 舗 設 計,備 品 の 費 用 節 減 等 は オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ.

ン(OA)化 や ス トア ・オ ー トメ ー シ ョン(SA)化 を は じめ とす る一 連 の オ

ー トメ ー シ
ョン化 に よ って 推 進 され る。 生 産 ・仕 入 れ ・在 庫 コス トの 切 り下 げ

は 物 流 シ ス テ ム の高 度 効 率 化 お よ び入 荷 メ ー カー へ の 効 率 的 な 発 注 シス テ ム を

つ うじて 実 現 され る。 も うひ とつ は販 路 の拡 張 と顧 客 の定 着 で あ る。 表1に み

る よ うに低 成 長 期 ア メ リカ の個 人 消 費 は 伸 び 悩 ん で い る4㌔ 定 め られ た 範 囲 に

あ る消 費 者 の可 処 分 所 得 の うち最 大 限 量 を消 費 に向 け させ るに は,ク レ ジ ッ ト

を活 用 し,所 得 処 分 の先 取 りを行 う こ とが 有 効 な手 段 で あ り.そ の た め に は決

済 業 務 の効 率 化 が 必要 とな る。 コン ピュ ー タ に よ る カ ー ド決 済 に よ って,従 来

の顧 客 台 帳 の整 備 で は不 可 能 で あ った 顧 客 の 購 入 ヒス トリー の把 握 が容 易 に な

り,顧 客 管 理 の 技 術 的 基 礎 が 与 え られ る。 か く して商 業 取 引 に 固有 の難 問 で あ

った ス ポ ッ ト性 克 服 の た め の技 術 的 基 礎 が整 備 され る。

コ ソグ ロ ・マ ー チ ャ ン トに 固有 の低 成 長期 リス トラ クチ ャ リ ン グ と して実 行

され るの が,多 業態 化 と多 角 化 と りわ け 金 融 多角 化 で あ った。 ア メ リカで は 同

様 の 商 品 を扱 う総 合店 であ って も,顧 客 の所 得 階 層 に よ って価 格帯,店 舗設 計,

商 品 級 等 にか な りの開 きが あ る。 減 少 す る顧 客層 を拡 張す るた め に は,従 来 の

同 一 業 態 に と どま らず,他 業 態 へ と進 出 して市 場 を奪 取 す る方 法 が 採 用 され る。

4)ア メ リカの一般 家庭 での借金体質 は次 のよ うに報 じられ てい る。ア メ リカ家庭の債務比率(可

処分所得 に対す る全債務 の割 合)は1960年 代か ら70年 代後半にかけて70～75%の 範囲で推移 して

いたが,1980年 代 には いって急激 に上 昇 し,1988年 には93.9%と 戦後最 高の水準 に達 した。 その

理由は所得 の伸 び悩み と住宅費 を中心 とする実質 生計費の上 昇,自 動車 ローン,ク レジ ッ ト・カ
ー ドの利 用の伸 びにあ る(電 波新 聞社 「日刊電波新 聞」1990年11月3日 付)。



表1ア メ リカの個人消費 と可処分所得

実質可処分所得 実質個人消費 実質個人消費内訳伸率 実質国民総
一 人 あ た り

(ド ル)

前年 比伸率
(%)

一 人 あた り

(ド ル)

前年比伸 率
(%)

自動車 関連(%) 食 料
(%)

住 宅
(%)

前年比伸
(%)一 一.一 一

1975 8,944 0.9 7,926 1.2 0.9 2.9 2.7 一1.3

1976 9,175 2.6 8,272 4.4 203 5.0 2.8 4.9

1977 9,381 2.2 8,551 3.4 10.6 3.7 2.3 4.7

1978 9,735 3.8 8,808 3.0 3.9 0.7 4.7 5.3

1979 9,829 1.0 8,904 1.1 一5 .2 2.1 3.9 2.5

1980 9,722 一1,1 8,783 一1 .5 一13 .7 1.9 2.8 一 〇 .2

1981 9,769 0.5 8,794 0.1 2.4
一 〇 ,6 2.0 19

1982 9,725 一 〇 .4 8,818 0.3 2.4 1.6 0.7 一2 .5

1983 10,340 63 9,139 3.6 16.4 3.8 1.3 3.6

ユ984 11,257 8.9 9,489 3.8 16.7 2.1 23 6.8

1985 11,861 5.4 9,840 3.7 11.1 3.0 2.6 3.4

1986 12,469 5.1 10,123 2.9 7.1 2.7 1.9 2.7

1987 13,140 5.4 10,303 1.8 一48 1.3 2.9 3.7

1988 14,116 7.4 」
10,546 2.4 6.2 1.6 2.1 4.4

1989 15,191 7.6 10,724 1.7 一〇.6 0.6 1.8 2.9

O
①

(
ミ

①
)

一&

α

・
0

平 均 伸 率

1975～79

1980～84

1985～89

2.1

2,8

6.2

6

3

5

2

1

2

1

8

8

6

4

3

2.9

1,8

1.8

3.3

1.8

2.3

2

Q
ゾ

4

3

1

3

1975～89 3.7 2.1 4.9 2.2 2.5 2,8

(注)

(資料)

(出所)

1982年 価 格ペー ス。

米国商務省経済分析局。

日本評論社 「アメ リカ経済 白書 1990年 版 」 よ り作 成 。



低成長期におけるアメリカ大規模小売企業の リス トラクチャリγグ(477)97

大規 模 百 貨 店 や デ ィス カ ウ ンタ ーの 巨人 な資 金 力 で系 列 化 され た デ ィス カ ウ ン

タ ー,コ ン ビニエ ンス ・ス トア,専 門店 が急 成長 す る背 景 には こ の よ うな多 業

態 コソ グ[型 小 売 企 業 の経 営 ノ ウ.・・ウ,仕 入 れ ネ ッ トワ ー ク,人 材 の有 効利 用

が あ る。 他 業 種 へ の多 角 化 と して は,金 融 分 野 へ の進 出 が さか ん で あ る。 そ の

琿.由は高 金 利 政 策 への 対 応 と して,高 金 利 商 品 の 販売 に よ る利 益 の 獲 得,す な

わ ち消 費 性 向 と逆 向す る性 質 を もつ 貯 蓄 性 向 を企 業 の 蓄積 基盤 に と りこむ た め

で あ る。 店 舗,人 材 にか ん して 物 販 と金 融 業 務 を ネ ッ トワ ー クす る こ とが こ こ

での 課 題 であ る。

ア メ リカの コソ グ ロ ・マ ーチ ャ ン トが 低 成 長 期 に行 った りス トラ クチ ャ リン

グの基 礎 には,コ ス ト管 理,顧 客 管 理 の効 率 化 お よび 多業 種,多 業 態 を連 関 さ

せ るた め の ネ ッ トワー クの 構 築 が あ った 。 従 来 な らば,把 握 し関連 づ け る こ と

が技 術 的 に不 可 能 であ った もの を連 関 させ る こ とが ネ ッ トワ ー ク化 に よ って 可

能 とな り,企 業 経 営 に お い て シ ナ ジ ー効 果 を生 み,競 争 企 業 に対 す る優 位 を保

障 した の で あ る。 ネ ッ トワ ー クは そ の意 味 で コ ン グ ロ型 に お い て新 た な進 展 を

みせ る もの で あ る。

以 下 で は.構 築 され た情 報 ネ ッ トワー クに 焦 点 をあ てっ っ,コ ン グ ロ ・マ ー

チ ャ ン トの リス トラ クチ ャ リン グ を具体 的 に 検 討 す る。 まず 基 礎 とな るネ ッ ト

ワー ク化 を と りあ げ る。 そ の ひ とつ は 流 通 か らみ た 後 方 へ の ネ ッ トワー ク化 と

して の コス ト ・パ フ ォーマ ンス 追 求 であ り(宜),も うひ とつは 前 方 へ の ネ ッ ト

ワー ク化 と して の顧 客 管 理 であ る(皿)。 そ の の ち これ ら基 礎 的 ネ ッ トワー ク化

に も とつ く コソ グ ロ ・マ ー チ ャ ン トの ネ ッ トワ ー ク化 につ い て 考 察す る(W)5)。

11コ ス ト ・パ7ォ ー マ ン スの 追 求

イ ンフ レに よる コス ト増 と消 費 者 の ニ ーズ と ウ ォン ツの 変 化 に対 す る大 規 模

5)今 井 賢一 は,流 通の場合の二つ のタイプのネ ッ トワー クにかん して,「 強い連結のネ ッ トワー

ク」(Aタ イプ)と して発注 にかかわ る ものを,「 ゆ るや かなネ ッ トワーク」(Bタ イ プ)と して

消費者 との直接的な接触 にかかわ る ものをあげ てい る(大 蔵省委託研究 ・今井賢 一.ナーム 「情報

ネ ッ トワー ク化 と産業組織 」大蔵省印刷局,1985年)。
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小 売企 業 の利 益 獲 得 行動 と して ・ス ト … フ ・一 マ ソス の追 求 が あ る・ これ は

た ん な る コス ト削減 を意 味 す る ので は な く,コ ス トに 見合 う.パフ ォ ーマ ンス を

得 る と ころ に重 点 が あ る.・ ス トを 引 き下 占デた結 果 サ ー 甑 低下 をま ね 顯

客 と売 上 が低 下 す る よ うで 蝶 績 不 振 力・らの 脱却 課 た し え ない ・ 消 酵 の ニ

ー ズ と ウ ォ ン ツ を満 た す 品 揃 え,価 格設 定.発 注,店 舗 を可 能 とす る シ ス テ ム

を追 求 しな け れ ば な ら ない 。

(1)商 品 開 発

コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス を 意 図 し た 商 品 管 理 の 代 表 は プ ラ イ ベ ー ト ・フ フ ン

ドの 開 発 で あ る 。 大 規 模 小 売 企 業 が ナ シ ョナ ル ・ブ ラ ン ド商 品 に 対 抗 し て 開 発

し た プ ラ イ ベ ー ト ・ブ ラ ン ド商 品 は,顧 客 ニ ー ズ の リサ ー チ6)と 中 堅 メ ー カ ー

の 育 成 を 経 て っ く り あ げ られ る。 ペ ニ ー の ア パ レ ル 部 門 で は,TheFox,Hunt

Club,StaffordCollections,LeeWrighしCollections,HolstonIllな どデ ザ イ

ナ_ズ.キ 。 ラ ク タ ー ・ブ ラ ン ド と し て 商 品 拡 充 が は か られ'シ ア ー ズ の 家 電

部 門 で は.シ ア ー ズ の プ ラ イ ベ ー ト ・ブ ラ ン ド 「ケ ン モ ア 」 と し て 論 蔵 臨

洗 濯 機,乾 燥 機,掃 除 機 な ど で は 全 米 シ ェ ア の60%を 占 め る に い た っ て い る 。

小 売 企 業 の こ の よ う な プ ラ イ ベ ー ト ・ブ ラ ン ド商 品 の 成 功 は,徹 底 し た リサ ー

チ と メ ー カ ー 育 成 策 に よ る ナ シ ョ ナ ル ・ブ ラ ン ドに 劣 ら ぬ 商 品 開 発 を 追 求 した

結 果 で あ り,か っ コ ス ト切 り下 げ に よ る価 格 ア ピ ー ル を 行 っ た 結 果 で あ る 。

メ ー カ ー と の ネ ッ トワ ー ク と し て 注 目す べ き は,家 電 メ ー カ ー と の 関 係 で あ

るoGE(G。n。,alElectri・C・.)や ウ ・ ス チ ン グ ・　 ウ ス(W…i・gh・u・e

ElectricCo.)等 の 家 電 メ ー カ ー は す で に 家 電 生 産 か ら撤 退 し て お り,ア メ リ

カ の 家 電 は お も に 日 本 やNIES諸 国 か ら の 供 給 に た よ ら ざ る を え な い 状 況 で

あ る。 ア メ リカ で の 販 路 を 確 保 した い 家 電 輸 出 国 メ ー カ ー と.高 品 質 で 低 コ ス

6)_ケ テ 、〃 ・リサー チ に かん してV3,G・A・Ch・ ・chill,」r・.MarketingResearch3rd

,`.Th,Dryd,nPress,198336よ びG.Albaum・ ・dM.V・nk・ ・e・an,ScientificMarketing

Research,TheFreeP….1971を 参 照。 なおPOSシ ステ ム利用の一 ケテ ・ソグ0リ サーチ

については,陸 正 「マーケテ ィング情 報 システム」 誠文堂新光社,1988年 を参照 されたい。
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ト.の商 品 を もと め る ア メ リカ小 売 企 業 の 間 にOEM需 給 関 係 が 成 立 す る。 シア

ーズ とサ ン ヨ ー,Kマ ー ト(KmartCorp.)と シ ャー プ,ペ ニー と松 下 の 問 に

OEM取 引 が 行 われ て い る。 ハ ー ド部 門 に強 い 順 序 で弱 い家 電 メ ー カ ー と取 引

を 行 っ て い る の が特 徴 で あ る。 国 際 的 ネ ッ トワ ー ク と して展 開 され る家 電OE

M取 引 にお い て も,ア メ リカ の ライ フ ・ス タ イル に見 合 った商 品 開発(大 型 の

テ レ ビや 冷 蔵 庫)の た め の リサ ー チ と徹 底 した コス ト ・パ フ ォー マ ンス が追 求

され て い る。

② 発 注 ツ ス テ ム

近 年 急 成 長 を とげ て い る デ ィス カ ウ ンタ ーの コス ト ・パ フ ォー マ ンス は,エ

ブ リデ イ ・ロ ー ・プ ラ イ ス政 策 の採 用 に顕 著 で あ る。 従 来 の 感 謝 祭 や ク リス マ

ス の よ うな 特 定 期 間 や ロス ・リー ダ ー に限 定 した低 価 格 政 策 で は な く,年 中 一

貫 して どの 商 品 も低 価 格 で販 売 す る と ころ に デ ィス カ ウ ン タ ーの 急 成 長 の秘 密

が あ る。 これ を可 能 に した のが 小 売 に お け る ジ ャス ト ・イ ソ ・タ イ ム方 式 の採

用 で あ った 。Kマ ー トは 自動 補 充 発 注 シ ス テ ム を,ウ ォル マ ー ト(Wal-Mart

Stores,Inc.)はEOS(ElectronicOrderingSystem)を 活 用 し,い ず れ も表

2に か か げ た ス トア ・シ ス テ ム と して のPOS(PointofSales)シ ス テ ム と

連 繋 させ つ つ 在 庫 を極 限 に ま で 削減 して 商 品 の 高 回 転 販 売 を行 っ て い る7㌔

日用 品 の低 価 格 販 売 政 策 を と るホ ール セ ール ・ク ラブ の場 合,店 舗 は倉 庫 仕

立 て で,浅 い 品揃 え で あ りっ っ 悉,管 理 コス トの 切 り下 げ,会 員 制 シ ス テ ム と

全 国 チ ェー ン ・ネ ッ トワー クを活 用 した 仕 入 れ にお け る優 位 性 を発 揮 して売 上

を急 速 に伸 ば して い る。,

7)Kマ ー トの 自動発注 システム とは,「 あ らか じめ,店 別 ・品種別 ・週別の基準在庫数 を決 めて

あ り,基 準在庫 数を下回 った数だけをDC(DistributionCenter一 引用者)よ り自動供給 してい

く方式」 であ り,ウ ォルマー トのEOS発 注 システ ムとは,バ ーコー ド ・スキ ャナ ーPOSに よ

る売 り場 か らの発注 システムである(森 雌雄 「ウォル マー トの成長戦略」商業界,1990年)。 こ

れ らジ ャス ト・.イン ・タイムの発 注 システ 入は,生 鮮食料品 を扱 うスーパー ・マー ケヅ トや卸 売

業 で先 行 していた ものが適用された。
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表2POSシ ス テ ムの 支 援 関 係

(⊥)チ 』 ック ・ア ウ ト支 援 関 係

・商 品 自動 読 み取 り(ス キ ャニ ン グ)

・プ ラ イ ス ・ル ッ ク ・ア ッ プ

・ク レ ジ ッ ト販 売 処 理

・ギ フ ト販 売 処 理

・チ ェ ッカ ー ・ス ケ ジ ュ ー リン グ

(2)営 業支援関係

・単品情報提供

・自動売変処理

・大型商品 販売 処理

・生鮮加工 管理

・発 注処理(発 注勧告)

(3)管 理 支 援 関 係

・本 部 商 品 情 報 照会

・勤 務 管 理

・マ ン ・ア ワー 管理

・店 マ ネ ジ メ ン ト

(出 所)日 本 ア イ ・ピー ・エ ム,IBMREVIEW102号

1988年3月,2ペ ー ジ よ り作成 。

(3)店 舗 間 ネ ッ トワ ー ク

小 売 企 業 の規 模 の経 済 発 揮 にか ん し て,個 々 の店 舗 規 模 は 特定 の商 圏 を 満 た

す もの で あれ ば よ く,重 視 され るべ ぎ は全 米 レ ベ ル で の規 模 の経 済 で あ る。 第

二 次世 界 大戦 以 前 よ りチ ェー ン展 開 を はた して きた ア メ リカ の大 規模 小 売 企 業

が,現 代 の 顧 客 二 「 ズ と競 争 環 境 の な か で 規模 の経 済 を発 揮 す るた め には,店

舗 間 ネ ッ ト ワー クを有 効 に作 用 さ せ る こ とが重 要 で あ る。 仕 入 れ コス トの 切 り

下 げ,品 揃 え の充 実,店 舗 ご との 販 売 内容 集 約 と店 舗 拡 張 政 策 に役 立 っ情 報 を

獲 得 で きる情 報 ネ ッ トワ ー ク をチ ェ ー ン ・シス テ ム に導 入 す るこ とが も とめ ら

れ る91

表3の よ うに,1985年 に ウ ォル マ ー トとペ ニ ーは 他 の小 売 企 業 に先 駆 け て全

米 レベ ル で の衛 生通 信POSシ ス テ ム を導 入 し,他 の大 規 模 小売 企 業 も これ に



表3米 国小売業 における最 新の衛星通信 活用事例

(活用業務凡例=○ 適用中, 一夫使用)

チ ェ ー ン 鯉 騨 撃響 唇鴛舗 議
衛星通信ネ ットワー ク活用業務

ビデ オ 音声 音楽 エ ネル 保安ク レジ ツ

配 信 送受 宣伝 ギ ート照会

PaylessNorthwest 1986 ISN 共用 o o

ウ オ ノレマ ー ト 1985 1987ヒ ュー ズ社 専 用 ○ ○ ○ ○ ○ ○

BurlingtonCoa[Factory1985 1987Cun[el-ASC共 用 O ○

サ ー ビス マ ーチ ャ ン ダ イ ズ1987 1988 GTE ○ ○ ○ ○

J.C.ペ ニ ー 1985 1989 PSN 共用 ○ 一

シア ーズ 1985 1989Conte]一ASC共 用 ○

避

商
的
革
酬
圃
、
唱
忍
法
購

サ ー キ ッ ト ・ シ テ ィ 1989 1989ヒ ュー ズ社 共 用 ○ ○ ○ ○

タ ー ゲ ッ ト 1989 1989ヒ ュ ー ズ社 共 用 ○ ○ ○

チ ャイ ル ドワー ル ド 1989 1989Tridon/AT&丁 共 用 ○ ○

Ame 1989 1990ヒ ュ ー ズ社 共 用 ○ ○ ○

Bestプ ロ ダ ク ト 1989 1990Tridon/AT&丁 共 用 ○ ○

ホ ー ム デ ポ 1989 1990 共用 ○ ○ ○

Kマ ー ト 1987 1991 GTE 専用 ○ ○ ○ 一 一 〇

(活用 ベイライン)①POSデ ータの送 受を前 提 とす るとき,100店 以上。

② 自社専用地上通信局 を もつベ イ ライ ンは,200店 以上。

(注)本 部 所在地 と備考の欄 は省略 した。

(出所)森 龍 雄 「ウォル マー トの成長戦 略」商業 界,1990年,264ペ ージ。

ド
O
目
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つ づ い て い る8)。 全 店POSシ ス テ ムは,超 売 れ筋 商 品 を積 極 的 に押 し出す と

同 時 に死 に筋 商 品 を排 除す る機 能 と ジ ャ ス ト ・イ ソ ・タ イ ム の商 品 配 送 の能 力

を高 め る機 能 を も.って お り,店 舗 レベ ル の商 品 管 理 を経 験 的 な もの か ら情 報 把

握 に よる正 確 な もの へ と変 貌 させ た 。POSそ カ、自体 とPOSに よ る店 舗 間 ネ

ッ トワー クに よっ て,在 庫 コス トと時 間 が 急 速 に節 減 され た。

コス ト削減 と価 格 ア ピ ール を追 求 す る た め に,大 規 模 小 売企 業 は 生産 ・物 流

・店 舗 間 の情 報 を ネ ッ トワ ー クす る シ ス テ ム を構 築 す るの で あ る。

III「 生 活 創 造」 の ネ ッ トワ ー ク

イ ン フ レ と不 況 に よ る消 費.の停 滞 に対 して,大 規 模 小 売 企 業 は 積 極 的 な顧 客

管 理 を展 開 す る。 販 路 の拡 大 と顧 客 定 着 に よ って 売上 の 安 定 的 増 大 をは か る。

低成 長期 に消 費 者 の実 質 賃 金 は伸 び 悩 み,そ の 一 方 で 住 宅 ロー ン,自 動 車 ロー

ンが 急 増 し,可 処 分 所 得 の うち食 料,日 用 品 へ 向 け られ る部 分 は急 速 に低 下 し

た(表1参 照)。 日用 品,耐 久消 費 財 と も支 出 が 押 さ え られ,購 入 の さ い に も

コ入 ト ・パ ノ ォー マ ゾス が 意識 され,ま た 量 よ り も質,高 級 感 が重 視 さ れ る よ

うに な る 。消 費停 滞 が い わ ゆ る消 費 の多 様 化,個 性 化 現 象 を もた ら した 。

大 規 模 小売 企 業 は この よ うな 消 費 生 活 の変 化 に直 面 して,消 費者 の ニ ーズ と

ウ ォ ソ ツ を満 た し うる商 品 開 発 と品 揃 え,販 売 機 会 の発 見 とジ ャス ト ・イ ソ ・

タ イ ム とい った 商 品 販 売 手 法 に着 手 しな が ら も,消 費 者 の 生 活 に深 くか か わ っ

た 販 売 努 力 を展 開 す べ く顧 客 と の ネ ッ トワー クを 構築 す る。 この 手 法 を以 下 に

み る。

(1)伝 統的手法

小売業の顧客把握の歴史は古い。近代小売業の歴史において,カ タログ販売,

通信販売からすでに顧客台帳の整備は行われていた。シアーズは1886年 の創業

9)衛 生通信POSは クレジ ッ ト顧 客の照合処理 の迅速化や経営上 の通信費節約 に も役立 っ、 また

今後の グローバル ・ネッ トワー ク形成 に も利用 される。
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以 来,当 時 小 売 店 舗 が ほ とん ど存在 しな か った 中 西 部 農 民 向 け に総 合 商 品 の通

信 販 売 を実 施 して い る。 そ の後 カ タ ログ に も とつ く注 文 販 売(通 信,店 舗)へ

と発 展 し さ らに は 掛 け 売 り.ク レ ジ 。 ト販 売 を採 用 す る こ とで 台 帳 に もとつ

く顧 客 管 理 と販 売 促 進 の 本 格 的 と り くみ へ と進 展 す る。 小 売企 業 と顧 客 の 関

係 は 社 会 の 発 展 につ れ て 相 互 の情 報 の 多量 化 とネ ッ トワ ー クの 構 築 へ と す す

むQ

② クレ ジ ッ ト販 売 の本 格 的 展 開

大 規 模 小 売企 業 は,低 成 長期 に あ って 消 費 者 の可 処 分 所 得 を消費 支 出 に向 け

させ るた め ク レ ジ ッ ト販 売 に本 格 的 に取 り組 ん で い る。 シア ーズ の 場合 表4

にみ る よ うに 総 販 売 高 に 占 め る ク レジ ッ ト販 売比 率,収 益,利 益 と もに年 々増

加 してい る。 この 背 景 には,情 報 エ レ ク トロ ニ クス化 の進 展 が あ る。 エ レ ク ト

ロニ クス 技 術 とオ ン ライ ン化 の 発展 に よ って 情報 の 大 量 処 理 と決 済 業 務 が容 易

に な った 。

表4シ アー ズとのペ ニーのク レジ 。 ト活動状況(百 万 ド・レ,%)

シ ア ー ズ

クレジ ク レジ ク レジ クレジ ッ 売掛債
ト販売不ヅ トッ ト ッ ト販

利 益 良債 権率 権残高販売高 売比 率

ペ

ク レ ジ クレジ ッ 売掛

ッ ト 占販売不 債権残 高
販売比率 良債権 率

1981年

1982年

1983年

1984年

1985年

1986年.

ユ,040

1,158

1,405

1,895

2,098

2,069

53,6

56.0

58.9

61,7

62.0

60.6

一83

18

144

244

294

253

1,2

1.0

0,9

1.0

1,4

2,1

7,552

8,010

11、066

12,538

12,502

12,736

45.5

47.8

49.9

53.1

57.4

58,2

1.7

1,8

1.6

1,1

1.4

2.0

3,183

3,450

3,485

3,776

4,233

4,291

(出所)S,a,sR・ ・bu・k・・dC・.,AnnualRePort,variousyearsよ びJ・C.P・nneyCom-

P、・y,ln・.,AnnualReb・rt,variousyearsよ り作成・

低 成 長 期 に 消 費 支 出 が 低 下 し た 状 況 の も と,ア メ リ カ の 消 費 者 は 小 売 企 業 別

の ク レ ジ ッ ト ・ カ ー ドを 一 人 あ た り数 枚 か ら数 十 枚 保 有 す る こ と で 消 費 生 活 を

送 っ て い る 。 国 民 の 所 得 を先 取 りす る か た ち で 展 開 さ れ た ク レ ジ ヅ ト業 務 で は
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あ る が,1980年 代 に は い って ク レ ジ ッ トの不 良債 権 が 増 加 して お り,そ の総 額

は債 権 保 有 企 業 の資 金 繰 りを圧 迫 す るほ どで あ る。 自社 カ ー ドに よ る ク レ ジ ッ

トを採 用 す る企 業 に そ の 負 担 は 大 き く,そ の た め小 売 企 業 は 負債 管 理 責任 の な

い他 在 ク レ ジ ッ トの採 用 か,も し くは 自社 ク レジ ッ トで あ って も売 掛債 権 の 割

引売 却 を行 って い る。

ク レ ジ ッ トを活 用 す る こ とは 所 得 支 出 の先 取 りに 役 立 て られ る もの で は あ る

が,現 在 の借 金社 会 に あ っ て は それ も決 定 的 に有 効 な 手 段 とは な りえて い な い。

③ 多機 能 カ ー ドと顧 客 デ ー タ ・ベ ース

顧 客情 報 の管 理 に とっ て重 要 な役 割 を 演 じ るの が 統 一 カ ー ドで あ る。 広 義 の

カ ー ドに は 「チ ケ ッ ト」 や 個 人 識 別 機 能(ID)の み を付 与 され た 証 明書 の た

ぐい も 含 ま れ る が,顧 客情 報 収 集 に 役 立 て られ る カ ー ドは,ID機 能 を基 礎

に決 済 業 務 を備 え た デ ビ ヅ ト ・カ ー ドお よ び ク レ ジ ッ ト機 能 を付 与 され た ク レ

ジ ッ ト ・カ ー ドで あ る。近 年 で は 従 来 の デ ビ ッ ト ・カ ー ドに ク レ ジ ッ ト機 能 を

付 与 す るな ど カー ドが 多機 能 化 して お り,ま た クレ ジ ッ トの 方法 や 金利.手 数

料 体 系 も多様 とな り,個 々の 企 業 あ るい は カ ー ド発 行 企 業 が 多機 能 カ ー ドを発

行 し顧 客 デ ータ ・ベ ース を整 備 して い る。 た とえ ば シ ア ー ズ は,消 費 財 だ け で

な く,金 融 商 品,不 動 産,保 険 加 入,自 動 車 ロー ンに ま で い た る決済 機 能 を も

つ万 能 カ ー ド 「デ ィス カバ ー ・カ ー ド」 を発 行 し,顧 客 の所 得 家 族 構 成,健

康 状 況,資 産 に ま でお よぶ あ らゆ る顧 客 情 報 を把 握 して い る。

(4)コ.ソ ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー クの展 開

「生 活 創 造 」 にか ん して,現 在 急 成 長 を とげ て い るの が パ ソ コン通 信 を利 用

した ダ イ レ ク ト ・マ ー ケ テ ィ ン グで あ る。 ダイ レ ク ト ・メ ール や カ タ ロ グが 過

剰 に氾 濫 して注 目度 が低 下 す るな か,必 要 な情 報 の み を簡 便 に入 手 で き.注 文.

購 入,決 済 も簡 便 に で き るマ ー ケテ ィン グと して 注 目され て い る。

シ ア ー ズ とIBMが 共 同 設 立 した パ ソ コン通 信 サ ー ビス会 社 プ ロデ ィ ジ ィ社
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(Prodigy)は1988年 か らサ ー ビス を開 始 して い る。 加 入 者 は パ ソ コ ン をつ うじ

て プ ロデ ィ ジ ィ社 参 ら商 品情 報 を え て発 注 す る だ け で小 売店 もし くは メ ー カ ー

よ り商 品 が 宅 配 され る。 加 盟 企 業 に は ア メ リカ.日 本 の お も な メ ー カ ー,親 会

社 であ る シ ア ー ズが 含 まれ て い る9》。

パ ソ コン通 信 な どの ニ ュー メデ ィア を利 用 した 顧 客 と のネ ッ トワー クは,女

性 の社 会 進 出,時 間 の節 約等 の ラ イ フ ・ス タイ ル の 変 化 につ れ て 成 長 が期 待 さ

れ る分 野 で あ る 。今 後 取 扱商 品数 を増 や す と と もに,配 送 コ ス トを お さ え.カ

バ ー で きる地 域 を拡 張 し,パ ソコ ン購 入 費 用,利 用 料 な ど消 費者 の負 担 を 低下

さ せ う るな らば,消 費者 と メ ー カ ー,小 売 を結 ぶ情 報 ネ ッ トワー ク と して,カ

ー ド,ク レ ジ ッ ト決 済,POSシ ス テ ム と も結 合 しつ つ有 効 な活 用 が な され る

で あ ろ う。

「生 活 創 造」 とは,リ サ ー チ に も とつ く ニー ズ と ウ ォソ ツへ の 対 処.顧 客 情

報 の デ ー タ ・ベ ース 整 備,ク レジ ヅ ト付 与 に よ る消 費 の 煽動 を消 費 者 と供 給 者 、

と の安 定 的 な結 合 の うえ で行 う こ とで あ り,そ れ を可 能 にす る手 段 が 情 報 ネ ッ

トワー クを基 礎 と した流 通 シ ス テ ムの 構築 であ る。

IVコ ン グ ロマ リ ッ ト化 と情 報 ネ ッ トワ ー ク

大 規 模 小 売企 業 に 共通 の り.ストラ クチ ャ リン グ と して 展開 す る コス ト ・パ フ

ォ ーマ ンス 追 求 と顧 客 管 理.のた め に構 築 さ れ た 情 報 ネ ッ トワ ー クは,コ ソ グ

ロ ・マ ーチ ャ ソ トの リス トラ クチ ャ リ ン グに対 して も重 要 な 役割 をは た す 。 異

業 態,異 業 種 の 業 務 を連 結 す るネ ッ トワー ク構 築 の さい,リ サ ーチ に もとつ く

様 々な グ レ ー ドの商 品 開 発,店 舗 お よび備 品 の設 計,様 々 な業態 及 び業 種 で把

握 して い る顧 客 情 報 の照 合 と運 用 にか ん して,基 礎 的 な情報 ネ ッ トワー クが発

展 させ られ た 形 態 を も って適 用 さ れ るか らで あ る。

9)プ ロデ ィジィ社のサ ービスには全米 で20万 世帯.30万 人以上 が加入 してい る。特徴は カ ラーの

絵や図で色やサイ ズを入 力して注文で きるこ とで ある。 パ ソコン通信は,注 文 ・決済が迅速 かつ
マ ーケテ4ン グ ・リサ ーチ と しても有効 な手段 である(日 本経済 新聞社 「日本経済流通簡便で,

新聞」1990年3月17日 付)。
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(1)金 融 コγ グ ロ ・マ ー チ ャ ン トの ネ ッ トワ ー ク

小 売 企 業 の 「業 際 化 」 と りわ け 金融 分 野 へ の 進 出 が さか ん で あ る。 シア ーズ.

ペ ニ ー,ワ ー ドの マ ス ・マ ーチ ャ ン ダ イザ ー をは じめ,ア メ リカ の大 規 模 小 売

企 業 は証 券 業 務 保 険 業 務 をは じめ と した 金 融 業 務 を営 ん で い る。

小 売 企 業 が 金融 分 野 へ 多 角 化 す る要 因 は,そ もそ も商 取 引 に付 随 す る金 融 決

済 業 務 を 自 ら管 理 す る と こ ろ に派 生 の可 能 性 が存 在 す る。 しか し この 可 能 性 を

現 実 化 す る要 因 は 外 部 の 競 争 環 境 とそれ に対 応 す る企 業 の 側 の力 量 か ら与 え ら

れ る。 そ の ひ とつ は 物 販 の停 滞 に よ る影 響 を金融 商 品 の 販 売 に よ って お ぎ なお

う とす る競 争 行 動 で あ る。1970年 代 後 半 以 降10年 間 の ア メ リカ経 済 の不 景 気 は

住 宅,エ ネル ギ ー,輸 送,食:料,医 療 とい った もの の コ ス ト増 と消 費 者 の 可処

分 所 得 の圧 迫 を もた ら した。 そ の結 果,消 費 者 の支 出,貯 蓄 の優 先 順 位 に変 化

が 生 じ,ま た 共 働 き世 帯 の増 加 に よ って サ ー ビ ス ・ニ ー ズが 強 ま った 。 これ が

企 業 と家 計 を金 融 資 産 の運 用 に向 か わ せ た 原 因 で あ る。 物 販 の停 滞 に よる過 剰

資 本 を抱 え る小 売 企 業 は,金 融 分 野 で の活 動 に リス トラ クチ ャ リ ン グの 方 策 を

見 出 した の で あ る。 もう ひ とつ は 金 融 分 野 で把 握 した顧 客 を従 来 か ら小 売 分 野

で対 象 と して きた顧 客 に 「重 ね 合 わせ る」 こ とで,.新 た な顧 客層 の拡 張 をは か

った こ とで あ る。 金 融 商 品 を購 入 す る消 費 者 は,そ うで ない 消 費 者 よ りも一 般

的 に所 得 が 高 い 。 高 所 得 層 を リス トア ップ し,小 売 分 野 で め 対 象 顧 客 にす る こ

と,ま た 逆 に従 来 な らば 金 融 商 品 を購 入 しな か った 低所 得 層 に金 融 商 品 を購 入

させ る こと,こ の よ うに物 販 と金 融商 品 の 顧 客 を 「重 ね 合 わ せ る」 こ とに 金融

分 野 進 出 の推 進 要 因 が あ る。

小 売 企 業 の金 融 コ ソ グ ロマ リヅ ト化 に と って 重 要 な戦 略 的 手段 は,決 済 業務

をふ くむ金 融 分 野 と小売 分 野 をネ ッ トワー クす る こ とで あ る。 顧 客情 報 を 軸 に

商 品,購 入 者,相 互 利 用 店舗 の ネ ッ トワー クを構 築 し効 率 的 に経 営す る こ とが

金 融 コ ン グ ロ ・マ ー チ ャ ソ トの リス トラ ク チ ャ リン グ成 功 の 鍵 とな る 。

1981年 に証 券 会社 と不 動 産 会 社 を買 収 し て従 来 か らの保 険,ク レジ ッ トと リ

ン クさ せ る こ と で典 型 的 な金 融 コ ン グ ロ ・マ ー チ ャ ン トとな った シア ーズ の ネ
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ッ トワー ク形 成 は こ うで あ る。 金 融 部 門 を包 括 す る シア ーズ金 融 ネ ッ トワー ク

は,デ ィー ン ウ ィ ッ歩 一.証券,デ ィス カバ ー ・カ ー ド社 をふ くむ 金 融 サ ー ビス

部 門 と,不 動 産 保 険 と を.ネッ トワー ク し.てい る。親 会社 シ ア ー ズは 金 融 ネ ヅ

トワー ク を含 む 全 社 的 規 模 で の ネ ッ トワ ー ク を形 成 して お り,物 販.金 融 商

品.不 動 産,保 険 の ワ ンス トッ プ ・シ ョ ヅピ ソ グ を可 能 に して い る。 ワ ンス ト

ップ ・シ ョ ッ ピ ン グは シア ーズ の店 内店 舗 に設 置 され た事 業 所 の カ ウ ンタ ーで

取 り扱 わ れ て お6,決 済 業 務 は 「デ ィス カバ ー ・カ ー ド」 です べ て行 わ れ る。

個 々 の業 務 は それ ぞれ が相 互 に特 典 を与 え あ うよ う連 結 され て い る。場 所 的 ・

時 間 的節 約 と決済 業 務 の 効 率 化,顧 客 情 報 の総 合 的把 握 を 可能 とす る優 位 性 を

もつ 。 しか し消 費 者 に して み れ ぼ,シ ア ー ズ は伝 統 的 な 小 売企 業 で あ って,店

舗 の カ ウ ン タ ー で の金 融 取 引 に不 慣 れ な こ とや,購 入 す る財 ・サ ー ビス の最 も

有 利 な供 給 者 の組 み合 わ せ を 求 め る顧 客 に と って は,ワ ン ス トップ ・シ ョッ ピ

ン グ の利 便 性 は魅 力 あ るア ピ ール で は ないto)。 利 便 性 の ア ピ ー ル も先 に み た パ

ソ コ ン通 信 ダ イ レ ク ト ・マ ー ケテ ィ ン グ に オ ン ラ イ ンす る な ど,い っそ うの展

開 が な され た と きに こそ 効 果 が 発 揮 され,金 融 コ ン グ μ ・マ ー チ ャ ソ トの 競 争

優 位 が確 立 され る。 この 点 にか ん して は,ノ ンバ γ ク ・バ ン ク と して 州 際 業 務

を 扱 うネ ッ トワ ー.・クの 形 成,た と えば 無 口座 ・無 店 舗 の モ ー ゲ ー ジ全 米 ネ ッ ト

ワ ー クの よ うな展 開 が 将 来 的 に競 争 優 位 を準 備 す る金融 業 務 で あ ろ う。

② 多 業 態 型 コン グ ロ ・マ ー チ ャ ン トの ネ ッ トワ ー ク

多 業 態 か らな る コ ン グ ロ型 小 売企 業 の場 合,金 融 型 の よ うな他 業 種 との ネ ッ

トワー ク化 に く らべ て,コ ス ト ・パ フ ォ ーマ ンス と顧 客 管 理 を基 本 とす るネ ッ

トワー ク化 は容 易 に達 成 で き る。 現在 小 売 業 で も っ と も成 功 して い るの が 多業

態 型 コ ソ グ ロ ・マ ー チ ャ ン トで あ る。

大 規 模 小 売企 業 の 他 業態 へ の 進 出 要 因 は,消 費 者 の購 買行 動 の変 化 や 業 態 が

lD)拙 稿,シ アー.ズの金融商品 マーケテ ィング.橋 本 勲/中 田善 啓/陶 山計介編 「戦略的 マーケテ

ィング」所収,新 評論,1990年,248～249ペ ージ参 照。



108(488)第146巻 第5・6号

属 す る市 場 の成 熟 化 に よ る既 往 業 態 で の仲 び悩 み で あ る。新 た な 業態 分 野 での

新 顧 客 の 獲 得 を め ざ して い る 多業 態 型 コン グ ロ ・マ ーチ ャ ン トに あ っ てぽ.進

出 業 態 間 の 関 係 を単 純 に ネ ッ トワ ー ク化 し ない 方 が 顧 客 へ の ア ピ ール の点 で有

効 な場 合 が 多 い。 しか し多方 で 多 業態 間 ネ ッ トワー クの 構 築 に よ り.シ ナ ジー

効 果 を発 揮 し競 争優 位 を 確 立 して い る コ ン グ ロ ・マ ーチ ャン トが 存 在 す る 。

フ ェデ レ ーテ ッ ド ・デ パ ー トメ ン ト ・ス トア(FederatedDepartmentSores,

Inc.)は,そ の 系 列 に百 貨 店 の残 品 を低 価 格 で販 売 す る 子会 社 小 売企 業 を 有 し

て い る。 この 子 会社 の店 舗 で は親 会 社 で あ るフ ェデ レー テ ッ ド ・デ パ ー トメ ン

ト ・ス トア で売 れ 残 った 商 品 や傷 物 商 品 を オ ー ト ・プ ラ イ シ ン グ ・シ ステ ム で

販 売 し てい る。 売 れ 残 り品 ゆ え,子 会 社 に 送 られ店 頭 に 出 され た の ち も,残 日

数 に し たが って 価 格 が下 げ られ,最 後 は チ ャ リテ ィー用 に販 売 され る1P。 商 品

の 高 回 転 と在 庫 管 理 の効 率性 を付 与 す るネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム で あ る とい え

よ う。

ウ ォル マ ー トは デ ィス カ ウ ン ト業 態 の 内部 で 多様 化 を すす め る コ ン グ ロ ・マ

ー チ 畢 ン トで あ る。 デ ィス カ ウ ン ト業 態 の ウ ォル マ ー ト店1200店 と ホ ール 七 一

ノレ型 小 売 サ ム ズ ・ホ ール セ ー ル ・ク ラ ブ100店 に くわ え,現 在 ハ イパ ー ・マ ー

ト,ス ーパ ー ・マ ー トを 開発 して い る。 これ らは デ ィ ス カ ウ ン ト政 策 の徹 底 に

お いて 共 通 項 を もつ が,生 鮮 品 な ど取 扱商 品 や ロ.ット数 量 な どの販 売 方式 が 全

く異 な る経 営形 態 を もつ 。 ウ ォル マ ー トの店 舗 間衛 生 通 信 ネ ッ トワ ー クお よ び

全 店POSシ ス テ ムは,全 店 舗 と配 送 セ ン タ ー 本 部 全 納 入 業 者 を包 摂 して

お り,と りわ け 仕 入 れ部 門 の統 一 を は か る こ とで効 率 を高 め,同 社 の 強 力 な優

位 点 と して の ジ ャ ス ト ・イ ン ・タ イ ム を徹 底 させ て い る12〕。 この 情 報 ネ ッ トワ

ー クは 全 店 舗 レ ベ ル で の超 売 れ 筋 商 品 の発 見 と即 時 配 送 に役 立 っ シ ス テ ム で あ

り,多 業 態 型 コソ グ ロ ・マ ー チ ャ ン トの シナ ジ ー効 果 を発 揮 させ る有 効 な手 段

とな っ て い るD

11)波 形克 彦 「ア メリカ流通業の ニー トレン ド」 経林書房・ ユ99。年・参照・

12)ウ ォル マー トの革新 的業 務については森龍雄 前掲書が詳 しい。
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む す び

以 上,低 成 長 期 の ア メ リカ大規 模 小 売 企 業 の リス トラ クチ ャ リ ン グ を,コ ス

ト管 理,顧 客管 理,コ ン グ ロ ・マ ーチ ャン ト化 にお い て検 討 して きた 。

大 規 模 小 売企 業 の リス トラ クチ ャ リ ング の共 通 の ベ ー ス に は.① 後 方 へ のネ

ッ トワ ー ク化 と して,リ サ ーチ に も とつ く商 品 開発 ・管 理 お よび 店 舗 へ の 発

.注 ・配 送 シス テ ムの 効 率 化,② 前 方 へ の ネ レ トワ ー ク化 と して,顧 客 の拡 張 と

情 報 収 集 に よ る定 着 化 が あ る。 これ ら を基 礎 に して コ ン グ ロマ リ ッ ト化 が 遂 行

され る。 逆 に こ の基 礎 的 な ネ ッ トワ ー ク化 を資 金 的 に も,.地 理 的 範 囲,取 引網

の拡 充 に お い て も保 障 で き る コ ン グ ・ ・マ ーチ ャ ソ トこそ これ らを成 功 的 に達

成 で き る。 リス トラ クチ ャ リン グ のい ず れ の手 法 に お い て も情 報 ネ ッ ト ワー ク

の イ ンパ ク トは 多大 であ り.郵 政 省 が ま とめた 大 規 模 小 売企 業 の 経 営 と情 報 化

の 関係 も同様 の 領 域 を指 摘 してい る と ころ で あ る(表5参 照)。

低 成 長期 に大 規模 小 売 企 業 が行 った 情 報 ネ ッ トワ ー ク化 に支 援 され る リス ト

ラ クチ ャ リン グ は,従 来 の小 売業 革新 を土 台 と し なが ら,そ れ を さ らに進 展 さ

せ る もので あ る。 小 売業 の歴 史 に お い て.従 来 よ り新 業 態 の開 発,地 域 商 圏 獲

得 のた め の価 格 切 り下 げ 競争 政策 な どが 革 新 的 に追 求 され て きた が,最 大 の 革

新 とさ れ るの は チ ェ ー ン ・シス テ ム化 で あ っ た。 しか しチ ェー ン ・シス テ ム化

が 達成 され た だ け で は.規 模 の経 済 は発 揮 され な い。 そ れ が 効 率 的 に結 合 され,

商 品仕 入れ,売 れ筋 商 品 の機 敏 な発 注 体 制,安 定 的 な顧 客 を企 業 レベ ル で獲 得

し なけ れ ば,チ ェー ン化 に よ る 巨大 化 は む し ろ小 売 業 革 新 の 足 枷 に な る こ と も

あ る。 情 報 処 理 技 術 の 向上 は,ネ ッ トワ ー クの 効 率 性 を保 障 し,コ ング ・マ リ

ッ ト化 を助 け,ジ ナ ジ ー効 果 を もた らす 。 そ の 意 味 で情 報 ネ ッ トワ ー ク化 は こ

れ ま で の小 売 業 革 新 を 集 大成 す る もの で あ る。

ま た,過 去 に お け る小 売 業 の 革 新 的 形 態 を,チ ェー ン化 を達 成 した大 規 模 小

売 企 業 が採 り入 れ て 成 功 して きた よ うに,低 成 長 期 の リス トラ クチ ャ リ ン グ諸

手法 も,今 後 は コ ン グ ロマ リ ッ ト化 した大 規 模 小 売 企 業 が成 動 的 に採 用 す る で



表5企 業経営 と情報化

企業経営課題

1経 営 の効率 化

在庫圧縮

2消 費 構 造 の 変 化 へ の

対 応

一感 性 市 場 へ の対 応 一

店 舗 主 導 の 自主 的

マ ー チ ャ ン ダイ ジ

ーン グ展 開 一

・サ ー ビス の 多 様 化

・取 扱 ア イテ ム数 の増

加

・ラ イ フ サ イ クル の短

縮 化

対 応の方向

1

① 受発注事務 の合埋化,

在庫管理 の適正化

②物流部門,代 金決済部

門等の合理化

2

① 業 態開 発 ・転換

店 舗 の リニ ュ ー アル 化

に よ る既 存 店舗 の活 性

化,多 様 な販 売 形 態

(無 店 舗 販 売,CVS,

DIY,デ ィス カ ウ ン

トス トア,ホ ー ム セ ン

タ ー)の 推 進

② 新 商 品企 画 力 の 強化

(自 社 ブ ラ ン ドの商 品

の充Tetc.)

情報通信に係わる対応策

1

① ・仕 入 先 小 売 店 筆 との オ ノ ライ ン受 発

注 シ ス テ ム(EOS)

・POSシ ス テ ム の 活 用 に よ る き め細 か

い 商 品 管理 に よ る低在 庫,高 回 転 率,

低 欠 品 率 の 実 現

②'流 通 物 流 金EVANの 連 結

・異 業.種地 域VAN

2

① ・ニ ュ ー ミデ ィア(パ ソ コン,ビ デ オ テ

ッ クス)を 活 用 した ホ ー ム シaッ ピ ソ

グ

・物 流 業 者 との提 携 に よ る無店 舗 販 売

(産 地 直 販,カ タ μ グ販売)

・情 報 通 信 シス テ ムを軸 と したFC化,

CVs化

・エ レク トロ ニ ッ ク ・ス ーパ ー の展 開

② ・市 場 動 向 の 把 握 ・分 析 シ ス テ ム の開 発

・導 入(POSの 販 売 デ ー タ分 析 に よ

る商 品 単 品 管 理,商 品 企 画 へ の反 映

・情 報 商 品 の販 売(オ ン ライ ン ・チ ケ ッ

テ ィン グ事 業)

課 題

デ ータ分析力(経 営情報

化)

EOSと 物流 システムの

結合

流通 ネ ッ トワー クによ る

一 括決済 口座 の活用

顧 客データ管理 システ ム

開発

システム開発,デ ータ分

析が必要,情 報分析 力

H

H
O

(
A
O

o
)

一曲
O
塘

露

出
・
α



③顧客管理 ・開拓機能 の

強化

④店頭 におけ る晶揃 え能

力の強 化

⑤店舗主導 の品揃 え体 制

の確立

⑥ 多角 化,業 際 化(複 合

小売業 化=情 報,金 融,

サー ビス分野 のほか,

アメニテ ィ空 間の提 供,

コミュニテ ィ機 能の充

実)

⑦新販路 開拓

③ ・自社 カ ー ド発 行 に よ る顧 客 デ ー タベ ー

ス の構 築,顧 客 情 報 管 理 シス テ ムを 活

用 した ダ イ レ ク トマ ー ケテ ィン グの 展

開

・POSデ ー タを 活 用 した 顧 客 層 分 析,

そ れ に 茎 つ く品 揃 え

・ビデ オ テ ッ クス 等 ニ ュ ー メデ ィア に よ

る顧 客(来 訪 者)へ の 商 品 情 報 の提 供

④ ・POS活 用 した,売 れ 筋 死 に筋 分 析

に よ る晶揃 え

・画 像DBを 活 用 した店 頭 ス ペ ー ス不 要

の サ ン プル 揃 え

⑤ ・POSデ ー タ活 用 に よ る各 店 舗 マ ネ ー

ジ ャ ー に よ る商 品計 画,検 証

⑥ ・CCTV,ビ デ ナ テ ッ クス等 を 活 用 し

た イ メ ー ジ空 間 創 造

・グル ー プ間 を 通 信 情 報 ネ ッ トワー クで

結 び,集 客 力 の あ る店 舗 で 各 種 サ ー ビ

ス を 提 供 し,商 圏 拡 大,・新 業 態 開発,

さ らに は グ ル ー プ全 体 の強 化

⑦ ・ニ ュ ー メデ ィア(音 声 応 答 シ ス テ ム,

パ ソコ ン,ビ デ オ テ ッ クスetc.)を 活

用 した ホ ー ム シ ョ ッ ピ ング,DM

コ ス ト

シス テ ム開 発

顧客の購買行動に対応し

た新製品体系の商品体制

管埋体制の確立

配送 システムの確立

(注)原 表 の 〔小売業系〕 よ り 「百貨店,専 門店,大 型 ス ーパ ー」の部分 を抜粋。

(出所)郵 政 省通信政策 局編 「ネ ッ トワーク型産業構 造と経営 革新」,1990年,135～136ペ ー ジ。 一
に
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あ ろ う。情 報 ネ ッ トワ ー ク化 は 巨額 の 資 金 を必 要 とす る こ と と,コ ン グ ロマ リ

ッ ト化 の効 率 的 経 営 を保 障 す る もの で あ る こ とか ら も この こ とは い つ そ うの現

実 性 を もつ 。

マ ク ロな 経 済 要 因 の変 化 ば,消 費 傾 向 に影 響 を与 え,マ ク ロな流 通 シ ス テ ム

転 換 を要 請 す る。 低 成 長 期 の 消費 の停 滞 や,女 性 の 社 会 進 出,タ イ ム レス ・ピ

ー プル の出 現 な どの社 会 状 況 は流 通 シス テ ムに お け る コス ト ・パ フ ォー マ ンス

と ジ ャ ス ト ・イ ン ・タイ ムお よび 顧 客 管 理 の実 現 を促 進 し,大 規 模 小 売企 業 は,

コ ング ロマ リ ッ ト化 に よ る規 模 の 拡 大 をは た しっっ.こ れ の達 成 に努 力 す る。

そ の最 大 の保 障 が情 報 ネ ッ トワー ク ・シス テ ム の構 築 で あ る。


